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〔研 究報告要 旨〕

本研 究では、景観計画 で定 める基準 を導入 した開発許可制度 として、都 市計

画法第 33条第 5項 及び同法第 34条 第 11号 で定 める条例 (以 下、それ ぞれ景

観 開発許可基準条例 、3411条 例 )に 着 目す る。そ して、これ ら条例 の運用実態

を、小布施町 (3411条例 )と 横浜市 、栗東市、飯 田市 (景 観 開発許可基準条例 )

でのケーススタデ ィか ら明 らかにす る。 その結果 、本研 究では以下の ことが明

らか となった。

小布施 町は、3411条 例 によつて景観 に配慮 した開発行為 を誘導 してい る。

この取 り組みでは、開発行為 を誘 導す る区域 を画定す ることが主要 な論点 と

なった。また、建築物 の形態や意 匠 に関す る規定 に実効性 があるこ とが確認

され たが、敷地 の緑化 に関す る規定 に課題 が ある ことが明 らか となった。

横浜市、栗東市、飯 田市では、景観形成 のた めの景観 開発許可基準条例 が制

定 され てい る。これ ら技術基準 は景観 の質 を確保す るために整備 された もの

である。横浜市では、擁壁 の高 さ制限 に一定の効果 があるが、敷 地面積 の制

限 を適用す ることと、植栽 に関す る制限の実効性 が課題 とされ てい る。栗東

市では、景観 計画 で定 めた基準の運用 に一定の裁 量性 を確保 しているが、具

体的な制限値 が規 定 され ない状態 の下で、開発許可制度 の技術基準が適用 さ

れ てい る。飯 田市では、緑 の基本計画 で指定す る区域 の木竹 の保全や植栽 に

関す る制限を定 めてい るが、 これ ら区域 の指定 に課題 が ある。

本研究では、以上の知見を踏まえて、景観マネジメン ト手法 としての開発許

可制度のあ り方を提言 した。


